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日本柔道整復接骨医学会誌に掲載済みの英文による論文は、Milan. L. D and Gary. R. B (1998) をはじめ
数編あるが、学会誌 22 巻 3 号（2014）までの学会誌投稿規定には英文で論文投稿する際の記載が無かった。
しかしながら、同巻 4 号からその記載が追加された。そこで、22 巻 3 号と同巻 4 号の投稿規定の比較を行い、
追加部分を明らかにするとともに、追加部分について考察し、今後の投稿規定の在り方についての提案を行
う。日本柔道整復接骨医学会誌の 22 巻 3 号と同巻 4 号の投稿規定を、柔道整復師の教員免許を有する教員 2
名、および柔道整復専攻学生 2 名により、追加文字数及び内容の観点から比較・検討した。学会誌 22 巻 3
号に比べ同巻 4 号の文字数の増加分は 336 文字分（スペース含めない）であった。内容は、主に英文にて論
文を投稿する際の原稿の体裁が追加され、注記に「英文にて論文を投稿する場合には,予め,学会誌編集委員会
まで連絡すること．また,専門家の native check を必ず受け,その証明書を学会誌編集委員会まで提出するこ
と．」が記載された。また、論文投稿前のセルフチェック表（英文投稿用）が新たに追加されていた。宮崎（2014）
の調査報告では、英語を母国語、第二言語、および外国語として使用する人口は合わせて約 14 億 5 千万人で



















て、2014 年 3 月 31 日に発行された 22 巻 3 号まで
に掲載された英文での論文および教育講座は、表 1
にある通り、全部で 9 編である(学会の論文検索シス 
テムを使用して検索した結果)。しかしながら、学会
誌 22 巻 3 号までの投稿規定には、英文で投稿する
際の記載が示されていなかった。 
その後、同誌 22 巻 4 号（2014 年 6 月 27 日発行）
から、投稿規定に新たに「英文」での投稿に関する 
記載および「論文投稿前のセルフチェック表（英文 
投稿用）」が追加された。これは、筆者が 2014 年 5 
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きな要因と考えられる。2014 年 5 月に投稿した当
時、英文での論文作成は、和文用の投稿規定および































































日本柔道整復接骨医学会誌 22 巻 3 号および同誌
22 巻 4 号の投稿規定 
 
3.2 調査者 
・柔道整復師専科教員免許を有する教員 2 名 
・道整復専攻学生 2 名 














































 調査者 4 名により、日本柔道整復接骨医学会誌 22














































図 1：柔道整復接骨医学会誌大 22 巻 4 号に追加された内容①：英文で投稿する際の原稿の体裁  
（22 巻 4 号の掲載内容を見やすいように筆者が編集加工し、アンダーラインは、筆者が追加編集した。） 
図 2：柔道整復接骨医学会誌大 22 巻 4 号に追加された内容②：論文投稿前のセルフチェック表 
（22 巻 4 号の掲載内容を抜粋） 
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4 結果 
 日本柔道整復接骨医学会誌 22 巻 4 号には、同誌












日本柔道整復接骨医学会誌 22 巻 3 号と同誌 22 巻
















ただし、規定が追加された 22 巻 4 号(2014 年 6
月 27 日発行)の投稿規定の冒頭には、改定の日付が
記載されておらず、22 巻 4 号の次号に当たる 23 巻
1 号（2014 年 9 月 25 日発行）の投稿規定に、「平成























ゴル人は 200 人に 1 人の割合とされている（ダンザ























て約 14 億 5000 万人である。一方、日本人の人口は
約 1 億 2500 万人である（総務省統計局、2016 年 6
月現在）。これに、世界各国で日本語を学習している
人口約 365 万人（国際交流基金,2016）を加えても、
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